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第４２７回：人民解放軍に批判されたオンラインゲーム 

    

12 月 8日（金）のテレビ東京「モーニング・サテライト」に出演することになり、毎度のことだが、そのときに

披露する話題の中国ニュースを探して呻吟している。朝の経済ニュース番組で得意の軍事ネタを採り上げ

るのも如何なものかと思い、中国の資本市場に絡むニュースを捜索しているところである。 

今年の中国株相場は比較的順調であった。年初来、時価総額が倍増した中国株 BIG３を、時価総額順に

並べると、①テンセント（00700／HK）、②アリババ（BABA）、③平安保険(02318／HK)となる。各社オーナー

が馬化騰（Pony MA）、馬雲（Jack MA）、馬明哲（Peter MA）という例の「三馬」トリオであるのが面白い。 

これまで三人の馬さんは、衆安在線財産保険（06060／HK）への共同出資等で協同しており、次の「三馬」

銘柄は何だとマーケットで話題になっているので、このあたりを喋ろうかと思っている。 

 

Pony MA率いるテンセントは中国最大というか、世界最大のSNS事業者だが、同時に世界最大のゲーム

会社でもある。近年同社最大のヒットゲームは何といっても「王者栄耀」だ。ゲームジャンルとして、MOBA

（Multiplayer online battle arena）と呼ばれるバトルゲーム。プレーヤーは項羽、劉邦、孫悟空等、中国キャラ

だけでなくアーサー王や宮本武蔵まで選べる。最終的に敵陣のタワーを破壊すれば勝ちのようだ。 

わざわざ PC を操作しなくてもスマホの簡単な操作で楽しめることから、児童や女性にも人気の高いゲー

ムとなっている。本コラムの「第 392 回：人民日報の逆鱗に」で書いたように、これに本年 7 月、中国共産党

の機関紙・人民日報が噛み付いた。人民日報は 7月 3日と 4日の二日連続でテンセントを猛烈に批判する

評論記事を掲載した。3 日（月）香港株式市場では、テンセント株価の終値は前営業日比 4.13％安の

HK$269.20を付けた。株価急落で同社の時価総額は瞬間的に約 1000億香港ドル消えた計算となる。 

要は児童がゲームに夢中になっており、教育に悪影響を及ぼすということだ。テンセントは急遽、児童の

利用を制限する自主規制を行い、12歳以下のプレイヤーのゲーム時間を 1日 1時間以内に制限し、夜 9時

以降はログインできなくした。12歳以上の未成年の 1日のゲーム時間も 2時間までとした。 

しかし「上に政策あれば下に対策あり」というように、子供だってバカではない。ちょっと智慧のあるガキ、

もとい児童であれば、親のアカウントを使ったり、ゲーム専用の別アカウントを作ったりすれば簡単に突破で

きる。テンセントの株価は戻ったが、王者栄耀は教育界から強烈なダメ出しを受けてしまった。 

中国では、王者栄耀が市場に投入される以前から、ネットカフェに入り浸り、社会生活に支障をきたす、

「ゲーム廃人」が社会問題となっていたが、王者栄耀はスマホで遊べる手軽さゆえに、「廃人化」と云う社会

現象を、広範囲な本土内で拡大させてしまった。 

 

それから数カ月、今度は教育界よりもっと怖い組織が王者栄耀に噛み付いた。世界最大の将官数を誇る

中国人民解放軍だ。11月 21日の中国軍網／国防部網に閻文博・楊新明の署名記事、「“栄耀”不在遊戯里

（栄光はゲームの中にはない）」の訳文を以下に記す。 

筆者の畏友で「井上雄介のたいわんブログ」等で活躍するチャイナウォッチャー・井上雄介氏が翻訳した
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文語体の文章を、ボクが更にアナクロ調に手を加えたものだ。 

記事はワザと意地悪く「王者栄耀」ではなく、「XX栄耀」としている・・一目瞭然だが。 

 栄光はゲームの中にはあらず 

近年跋扈する「XX 栄耀」なるゲーム、上達の難易度が易く、操作の手軽さゆゑに、多数の民草のみなら

ず、将兵の多くを魅了するに至れり。 

一部の青年兵卒に至っては遊興に節度無く、其れが中に耽溺し、休息時間に戦友と娯楽・文芸を楽しむは

少なく、却ってネット上の友と群れを成しゲームに熱中しおれり。 

素より適度なる娯楽は心身を解きほぐし、ストレス緩和の役割があるといへども、之に惑溺すれば当初の

リラックスの目的より乖離するのみかバイオリズムを崩し、仕事や生活規律を乱すなり。 

青年将兵は、世界観、人生観形成の涵養を為す時期にいまあり。 

軍営に身を投ぜんか、人生の方向を自覚し、目的を打ち立て、健全な幕舎生活を送るべきなり。 

仮想世界での勝利はただの自己満足に過ぎず真の栄誉を与ふるに非ず。 

真の栄誉はゲーム上の番付にはこれなく、業務成績及び練兵場での達成にこそあり。 

仮令ゲームの先達になるとしても、学習や訓練があだ疎かとなり、学業業務に影響せば、かかる栄光は、

真の栄光に非ずして寧ろ恥辱なり。 

「兵となりて武を学ばざれば義務を尽せりとは言ひ難し。武芸に精を出さずんば合格兵に非ず」 

軍を愛し武に精進するは軍人の本分職責にして栄誉の体現なり。 

管理官たるもの宜しく曲直の分別を教へ将兵をして栄誉追求の場を、ゲームより職掌、戦場に移せしめ、

彼らをして練兵場の王者たるべく教導し、強軍の道の上に栄誉を勝ち取らせよ。 
 

軍を愛し軍務を極めるのが軍人の基本的な職責であり栄耀であると解放軍が主張するのはごもっとも。 

それにしても、貧しい農村部から入営し、メシに不自由はないが、給料はなきに等しいと云われていた、

人民解放軍の兵卒も最近ではスマホが買えるようになったようだ。これも高度成長のお蔭だろう。若い兵卒

が参謀本部や先戦指揮所のパソコンを叩いて、王者栄耀ゲームを楽しんでいるとは思えないので。 

むかし帝國陸軍の參謀は会議室のなかに地図を広げ、凸や□のような駒で軍勢を配し、シミュレーション

を繰り返したものだが、それとネットゲームを一緒にされたら困る。項羽が宮本武蔵との一騎打ちに勝った

勝ったと喜んでも、參謀技術の向上にはあまり役に立たないだろう・・たぶん。（了） 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                              平成２９年１２月１日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱 UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が 3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低 2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


